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本稿は、2021 年 8 月 15 日付でなされたエジプト刑法の改正、すなわち、
「1937 年法律第 58 号により公布された刑法の一部規定の改正に係る 2021 年
法律第 141 号1」（al-Qānūn Raqm 141 li-Sana 2021 bi-Taʻdīl Baʻḍ Aḥkām 




し、刑法規定の中にも含められるようになっている。本法提案が 2021 年 7 月
に議会に提出されると、メディア上では「ハラスメント罪の厳罰化」（taghlīẓ 















する」と定めた 2014 年憲法第 11 条である。それでもこの種の犯罪はなくなら
ず、2021 年 3 月にカイロ郊外のマアーディーで女児わいせつ事件が起こると、
再び社会問題化した。本稿第 2 節では、2011 年と 2014 年の法改正の立法状況





（1）2021 年と 2014 年の法改正の内容 
本法による改正後および改正前の第 306 条追加 a の条文は、以下の通りである。 
 




舞い、誘いまたはほのめかしをしたすべての者は、2 年以上 4 年以下の拘
禁および 100,000 ポンド以上 200,000 ポンド以下の罰金またはこれら 2 つ
の刑の 1 つに処する。 
加害者が被害者のつきまといおよびつけ回しを行う中で動作を繰り返し
た場合には、その刑は、3 年以上 5 年以下の拘禁および 200,000 ポンド以










の者は、6 か月以上の拘禁および 3,000 ポンド以上 5,000 ポンド以下の罰
金またはこれら 2 つの刑の 1 つに処する。 
加害者が被害者のつきまといおよびつけ回しを行う中で動作を繰り返し











般刑務所」に、「24 時間以上 3 年以下」収監する（第 18 条）。 
第 1 項の初犯の場合、刑期は「2 年以上 4 年以下」である。改正前の「6 か
月以上」から 短で 1 年半長くなり、 長の「4 年」は拘禁の一般規定の「3 年」
（第 18 条）を上回っている。罰金額は、「3,000 ポンド以上 5,000 ポンド以下」
から「100,000 ポンド以上 200,000 ポンド以下」に引き上げられた。2014 年と
2021 年では通貨価値が大きく異なるが5、額面上は数十倍になっている。第 2
項の繰り返しを行った場合、刑期は「3 年以上 5 年以下」、罰金額は「200,000
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ポンド以上 300,000 ポンド以下」で、改正前の「1 年以上」、「5,000 ポンド以




本法による改正後および改正前の第 306 条追加 b の条文は、以下の通りであ
る。 
 
第 306 条追加 b（2021 年 8 月） 
刑法第 306 条追加 a に規定される犯罪を、被害者から性的利益を得るこ
とを意図して実行した場合には、セクシュアル・ハラスメントとみなす。
加害者は、5 年以上の懲役に処する。 






第 306 条追加 b（2014 年 6 月） 
刑法第 306 条追加 a に規定される犯罪を、被害者から性的利益を得るこ
とを意図して実行した場合には、セクシュアル・ハラスメントとみなす。
加害者は、1 年以上の拘禁および 10,000 ポンド以上 20,000 ポンド以下の
罰金またはこれら 2 つの刑の 1 つに処する。 








第 1 項では、第 306 条追加 a に挙げられた行為を「被害者から性的利益
（manfaʻa dhāt ṭabīʻa jinsīya）を得ることを意図して」実行した場合に、「セ
クシュアル・ハラスメント」に相当すると定める。性的利益は、加害者が被害
者に性的な含意がある言葉の投げかけたり、振る舞いをしたりすることにより
性的欲情を得ることと理解される［al-Jumaylī 2015b: 119‒121］。 
セクシュアル・ハラスメントに認定されると、重罪の刑である懲役が科され、
その年数も「5 年以上」と、改正前の「1 年以上の拘禁」よりはるかに長い。前
述の第 306 条追加 a 第 2 項の繰り返しを行った場合の「3 年以上 5 年以下」よ
りも長い。また、改正前は「および 10,000 ポンド以上 20,000 ポンド以下の罰





となることが示される。改正前は「2 年以上 5 年以下」に限定され、「および
20,000 ポンド以上 50,000 ポンド以下の罰金」という表現が付いていたが、削
除された。「またはこれらの 2 つの刑の 1 つ」の表現は改正前から存在しなかっ







このように第 306 条追加 a と第 306 条追加 b は、似て非なる内容を持つ。こ
れは、これら 2 条の制定経緯が異なること、特に前者が 1953 年 12 月に追加さ





2011 年 3 月の法改正による第 306 条追加 a の内容は、以下の通りである。 
 
第 306 条追加 a（2011 年 3 月） 
公道または人通りのある場で、人に対し、言葉、動作または身振りによ
り、品位を貶めることをした者は、6 か月以上の拘禁および 500 ポンド以
上 1,000 ポンド以下の罰金またはこれら 2 つの刑の 1 つに処する。 
前項の規定は、品位を貶めることが電話を通じてまたは有線および無線
の通信手段のいかなるものを通じてされた場合にも適用される。 
加害者が、前 2 項に規定された犯罪と同一の犯罪を、 初の犯罪につい
ての 終判決の日から 1 年以内に実行した場合には、その刑は、1 年以上
の拘禁および 1,000 ポンド以上 5,000 ポンド以下の罰金とする。 
 





「性的もしくはみだらな振る舞い、誘いもしくはほのめかし」（ītān umūr aw 
īḥāʼāt aw talmīḥāt jinsīya aw ibāḥīya）という、より具体的な行為を指す表現
に代えられた。 










の判決の日から 1 年以内に再度実行した場合には、その刑は、6 か月以上
の拘禁および 500 ポンド以下の罰金とする。 
 
2011 年の法改正では、この第 306 条追加 a だけでなく、第 267、268、269、
269 追加 a、288、289 条にも変更が加えられていた。第 288、289 条は児童の
略取に係る規定であるため今回は割愛するが、第 267 条「強姦」、第 268 条「強
制わいせつ」、第 269 条「児童わいせつ」、第 269 条追加 a「路上の不品行」は
密接に関係するので、見ておきたい。 
第 267 条は、「強姦」に係る規定を示している。 
 



















従事させるもので、期間は「3 年以上 15 年以下」である（第 16 条）。他方、重
懲役と無期懲役は、「法律で定められた刑務所」（第 14 条）、すなわち、エジプ
ト刑務所法（1956 年法律第 396 号）でいう「リーマーン8」（līmān）に収監し、






第 268 条は「強制わいせつ」に関する規定である。 
 




















第 269 条は、暴力・強制によらない「児童わいせつ」に関する規定である。 
 
第 269 条 
西暦で満 18 歳未満の少年または少女に、暴力または強制によらず、わ
いせつ行為をしたすべての者は、懲役に処する。被害者の年齢が西暦で満







懲役」は「3 年以上 15 年以下」であるので（第 14 条）、「7 年以上」は重い方
の部類に入る。 
第 269 条追加 a は、「路上の不品行」に関する規定である。 
 
第 269 条追加 a 
公道または人通りのある場で、通行人に、身振りまたは言葉により不品
行をしたすべての者は、3 か月以上の拘禁に処する。 
加害者が 初の犯罪の 終判決の日から 1 年以内にこの犯罪を再度実行




これは 1955 年法律第 568 条により追加された規定で、第 306 条追加 a を加
えた 1953 年法律第 617 条と同様、公の場における「不品行」（fisq）を犯罪化
したものである。第 306 条追加 a が「女性」に対する「品位を貶めること」で
あったのに対し、第 269 条追加 a は「通行人」に対する「不品行」、すなわち、
下品な言葉や身振り［al-Jumaylī 2015a: 788］を扱う。この語は「品位を貶め
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ること」と重複する部分があるが、第 306 条追加 a が 初から電話を含めてい
たのに対し、「不品行」は路上に限定されるものと考えられる。刑は、当初の「7
日以上」の拘禁が後に「1 か月以上」になり、2011 年の法改正で「3 か月以上」
になった。第 306 条追加 a が本法でインターネットや SNS に内容を広げたの
に対し、第 269 条追加 a は、路上の不品行のみを扱う規定であり続けている。 













所は 3 年の懲役を言い渡した。その 1 年後、エジプトでセクシュアル・ハラス
メントを犯罪化する法律が公布された。ただし、その報告はまだ多くない」と
いう文章が示されたように、ノハー事件が 2011 年 3 月の刑法改正の背景となっ
たと考えられている。 
判決が出た 2008 年 10 月 22 日の新聞記事［ʻAzzām 2008］によれば、この








当時、ノハーは 27 歳、シェリーフは 28 歳であった。 
裁判は、刑事事件を扱うカイロ重罪裁判所で開かれ、被告人シェリーフには
「重懲役 3 年」と「一時賠償金 5,001 ポンド」が科された。映画のエンディン
グでは、「懲役」3 年と記されたが、実際はより重い「重懲役」3 年であり、賠
償金の支払いも含まれていた。判断基準となったのは、セクシュアル・ハラス
メント罪として知られる第 306 条追加 a，b ではなく――a では拘禁で終わる可
能性があり、b はまだ存在していなかった――、第 268 条の「強制わいせつ」で











とする運きもあったが、2011 年の「1 月 25 日革命」による混乱のため中座し、
これがなされたのは、2014 年 6 月の改正であった。それでは、2011 年 3 月の
改正とは一体何だったのだろうか。 
2011 年 3 月は、「1 月 25 日革命」によるムバーラク大統領の辞任後、軍隊
高評議会が一時的に国権を掌握し、「革命後」の政治体制が模索された時期であ






2011 年法律第 11 条の「布告」は、2011 年 3 月 22 日に出された。この日付





終結果が公示された。しかし 10 日後の 3 月 30 日、軍隊 高評議会は突如全 63
条の「暫定憲法」を定め、自身の主導による新たな政治行程を定めた。 
このように 3 月 22 日は、「革命後」の政治が激しく動いていた 中であった。
この時期になぜこの刑法改正がなされたのか、通常の立法でなかったこともあ
り、明らかではない。ただ、女性に対する性的危害は、当時頻繁に報告されて
いた。たとえば、3 月 8 日の「国際女性の日」に女性デモ隊がタフリール広場
に集まった際には、周囲の男性たちから「攻撃とハラスメント」を受けた［FIDH 
2012: 17］。翌日、軍は広場に残るデモ隊を解散させたが、その中で拘束した 7










2011 年 3 月の改正に比べて、2014 年 6 月の改正は、その直前に起きた「女
子大学生集団ハラスメント事件」が改正要求の契機となったことで知られてい
るが、これも通常の立法ではなく、議会の解散中にマンスール暫定大統領が出
した「大統領令」によるため、詳細は不明である。しかも公布日は 2014 年 6 月
5 日と、スィースィー大統領就任のわずか 3 日前にあたる。 
セクシュアル・ハラスメントの厳罰化 
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2012 年 6 月 30 日に就任したムルスィー大統領は、同年 12 月に新憲法を成
立させ（2012 年憲法）、出身母体であるムスリム同胞団を中心とした政治運営
をしていたが、2013 年春にこの体制への不満の声が高まり、6 月 30 日を期日
に大統領辞任を迫る大規模抗議運動へと発展した［竹村 2021: 22］。こうした
「民衆の声」を背景に軍が動き、政権指導部は解任・拘束され、7 月 3 日、軍
のトップであったスィースィー防衛大臣によって憲法の施行停止や新憲法制定、
暫定大統領の就任の方針が打ち出された。2013 年の「6 月 30 日革命」である。
この時、 高憲法裁判所長官だったアドリー・マンスールが暫定大統領となり、
以後、新憲法制定と新大統領選挙を進めた。新憲法が 2014 年 1 月に成立する
と（2014 年憲法）、3 月から新大統領選挙が始まり、満を持して出馬したスィー
スィー元帥が圧倒的勝利を収めた。選挙結果が公示されたのが 6 月 5 日で、大
統領に就任したのが 6 月 8 日であった。 
カイロ大学で「女子大学生集団ハラスメント事件」が起きたのは、この新大



















の言葉」を述べた［Bawwāba al-Shurūq 2014］。 
この事件を受けて、エジプトの女性・人権諸団体は「女性に対する暴力」に
関する刑法改正を求めることとし、条文案の作成にとりかかった。まとめられ
た提案は、国家女性会議を通じて、3 月 29 日に大統領府に提出された［ʻAlī 
2014］。提案では、ハラスメント実行者に、初犯なら「1 年以上の拘禁」、1 年














（1）2021 年 3 月のタハッルシュ事件 




















その後、同様の状況が 7 年続いた。2015 年に新議会選挙が行われ、2016 年
1 月から 2014 年憲法下の第 1 期議会（任期 5 年）がついに始まったが、セク
シュアル・ハラスメントに関連する新たな法改正は成立しなかった。本法、す








Ḥusayn, and Ḥasab 2021］。この事件は、選出されたばかりの議会を強く刺激
した。2019 年憲法改正により女性に議席の 1/4 以上が割り当てられた結果、下










犯人はすぐに逮捕され、第 1 回公判がカイロ重罪裁判所で 3 月 30 日に開か





定的だった［al-Badrī, Ḥusayn, and Ḥasab 2021］。 




り連れ込んだとみなし、第 268 条の「強制わいせつ」、しかも被害者が「満 18
歳未満」であるので「7 年以上の重懲役」を適用したようである［Abū Shanab 
2021］。なお、第 269 条の「児童わいせつ」であっても、被害者が「満 12 歳以
下」にあたるので同じく「7 年以上の重懲役」となる。「10 年」と刑期を長くし
たのは、被害者が 7 歳と幼いことやこれに関する世論を考慮したのだろう。 
事件直後、議会下院に 2 議席を有する小政党が児童に対するセクシュアル・
ハラスメントの刑法改正を求めたが［Taʻlab and Badr 2021b］、立ち消えになっ
た。本法は、後に別の政党から提出された法律提案によるものである。 
 
（2）2021 年 7 月の議会審議 
2021 年 6 月下旬、議会下院の第一党である「祖国の未来党」（Ḥizb Mustaqbal 
Waṭan15）がセクシュアル・ハラスメントの厳罰化を求める刑法改正案を提出す




法制委員会）に付託された後［Lāshīn 2021］、7 月 11 日の本会議で同法案の審
議が行われることになった［ʻAbd al-Qādir, Taʻlab, and Badr 2021］。 
祖国の未来党は、2013 年の「6 月 30 日革命」でムルスィー大統領辞任要求
の取りまとめに一役買った学生活動家ムハンマド・バドラーンが 2014 年に結
成した、若者中心の政党である［TIMEP 2015］。第 1 期議会では政党で 2 番目
に多い 53 議席を得て、2018 年には政界再編にも着手した［Abdel Zaher 2018］。







［Ṣāliḥ 2017］。2020 年の選挙を勝ち抜いたいま、ラシャードは議会内 大勢
力の領袖である。 
7 月 11 日の議会審議では、ラシャードは、法案の目的はハラスメント罪の厳
罰化だけでなく、エジプト社会の価値と伝統、そして「われらの大切な娘たち」

















違いないとして、懲役以上の重罪にすべきと意見した［ʻAbd al-Qādir, Gharīb, 
and Ramzī 2021b］。ある女性議員は、警察署にハラスメント専門窓口を作り、
女性警官を配置することを要求するとともに、「加害者は精神を病んでいるの
で治療が必要」と述べた［Gharīb, Ramzī, and ‘Abd al-Qādir 2021b］。他にも
政府によるセクシュアル・ハラスメント撲滅計画の策定［Gharīb, Ramzī, and 
‘Abd al-Qādir 2021a］や、ハラスメント裁判の迅速な実施の法制化［Gharīb 
and Ramzī 2021a］を求める声も聞かれた。 
そうした中、ある男性議員が「女性にもハラスメントの原因がある」と言い、
総すかんを食う一幕があった。ムハンマド・ハーシェム議員は、従来の政府対

















よれば、「政府または代議院の総議員の 10 分の 1 により提出された法律案」は、
常任委員会に付託され、そこでの審議と承認を経て、本会議で審議・採決され
ることになっている［竹村 2021: 96］。ここから法案が「ラシャードと 60 人の
議員」によって提出された理由もわかる。下院の総議員 592 人に対し、60 人は
その 10 分の 1 に相当するからである。 
憲法第 123 条によれば、議会が可決した法案を大統領に送付してから 30 日
以内に、大統領はこれを公布するか否かの判断を下す［竹村 2021: 97］。本法







本稿では、2021 年 8 月 15 日付のエジプト刑法の一部改正に係る 2021 年法
律第 141 号の内容と先行する 2011 年 3 月と 2014 年 6 月の法改正を検討し、
「タハッルシュ・ジンスィー／セクシュアル・ハラスメント」の語をめぐる社


































1 本法の原文は、エジプト破棄院（Maḥkama al-Naqḍ al-Miṣrīya / The Court of 
Cessation, 1931 年に設置された民事・刑事裁判の 高裁。原判決の法的検討と破
棄を司る）のウェブサイトで閲覧・入手することができる 
（https://www.cc.gov.eg/legislations 終閲覧 2021 年 8 月 31 日）。 
2 アラビア語で、タハッルシュがハラスメント、ジンスィーがセクシュアルに相当
する。 




ジプト刑法および 新改正（第 22 版）』［Buḥayrī and al-Minshāwī 2017］を参
照した。 
4 エジプト刑法は、フランス刑法に範を取り、犯罪をその重さから「重罪」、「軽罪」、
「違警罪」（al-mukhālafāt, 文字通りには「違反」）に分ける（刑法第 9 条）。そ
れぞれ刑が決まっており、重罪は死刑、無期懲役、重懲役、懲役、軽罪は拘禁、
罰金、違警罪は罰金を科される。 




は、無期懲役または重懲役が科される（第 234 条）。 
















12 被告人側は判決に対し不服を訴えたが、2010 年 2 月 15 日、破棄院は本件上告を
棄却し、一審判決を支持する判決を言い渡した［al-Naḥrāwī 2010］。 
13 3 月 16 日は 1919 年革命の中で女性が初めてデモに参加した日として、エジプト
独自の「女性の日」となっている［al-Hayʼa al-ʻĀmma li-l-Istiʻmalāt 2020］。 
14 議会定数は、選挙された議員 568 人、大統領により任命された議員 28 人の合計
596 人だが、当選者の死亡や当選無効の司法判決により 4 人が欠けたまま、592
人となっている［Maṣrāwī 2021］。 
15 英語の定訳がまだなく、The Nation’s Future や Future of the Nation と呼ばれ
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